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平成30年 5月23日（水）午後1時30分から午後2時45分まで

茨城県庁 6階災害対策本部室

別添出席者一覧のとおり（当課参加者秋山係長，田村（記録者））

・資料 1により，地域原子力防災協議会及び作業部会設置の趣旨等について説明。

・資料2I 4により，茨城県及び各市町村における避難計画の進捗状況を共有。

・資料3により，東海第二地域における緊急時対応の策定ステップを説明。

主な意見

内閣府：作業部会の目指すところとして，緊急時対応の策定過程において，自治体の避顛計画の具体性・

合理性を確認していくことを最終目標としている。ただし，決して緊急時対応を作成するだけの

ものではなく，既に緊急時対応を策定している他地域の事例を予め共有することで，避難計画策

定のプロセスの中で，具体性・合理性を高めていければと考えている。

ひたちなか市：

県保槌体育課：現在，避難マニュアルの改訂に取組んでいるが，時間がかかっているため，具体的なスケジ

ュールは示せない。．

内閣府：全国的に見ると，児童•生徒には早期に避難させることになるが，県保健体育課においても検

討を重ねているところになると思う。

東海村：放射線防護施設の食福備菩が1週間に満たない施設については，備蓄の増強を検討するとある

が，放射線防護施設については，備蓄に限らず想定退避期間を屋内退避できるよう燃料タンク，

雑用水貯水槽及び排水貯水槽等の整備も実施しているところである。それらの改修費について

c
 

も，内閣府で考えているのか？

内閣府：確認する Cl

東海村：

日立市

県保健体育課：教育委員会で公立学校に対して調査を実施しているが， 8割を超える学校が策定していると

の回答を得ている。登下校中に避難指示が出た場合どのような対応をとるのか等を盛り込んだ

計画となっている。

日立市： 一内閣府：地域によって方法は違う。基本的には自治体において把握していただきたい。内閣府でできる

ことは，事例を探すことになる。

高萩市：

2に該当する地域が特定され，一時移転の指示と併せて安定ヨウ素剤の配布指示を
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行うので，指示を受けて対応できるようにして頂きたい。

茨城県：各市町村において，今後勉強会で取り上げて欲しい項目はあるか。茨城県が主導する項目と市

町村で個別に取り組む項目があると思ぅ。在宅の避難行動要支援者数の把握や安定ヨウ素剤の

緊急時配布については，市町村において検討が進まない項目であるため，これらの項目を勉強

会の議題にしたいと考えている。
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報告書-•. .^. ：・連，．絡］］．冑書 平成 30年 5月 23日

課長 I室 長 I係長 ・係員

〗貸醤 閤位

記録者（所属補職氏名）

防災・危機管理課ー一

主事森翔平月樗

主題 第6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会

日時

場所等

出席者

平成 30年 5月 23日13時 30分～

県庁災対本部室

別添のとおり 1高安課長，小林室長，渡部係長，森
＿^ 

I 、し
9, 

内容

1 児童•生徒の避難について
・現時点での学校の避難マニュアル作成の状況などについて伺いたい。（太田市）
→児童•生徒について家族と一緒に避難してもらうことが理想である。
私立の学校については，権限外であるので，別途協議・対応が必要となる。（県保健体育課）

・村外に通学している生徒についての，避難マニュアル（単独災害・複合災害）は作成している

のか。（東海村）
→現在検討中である。（内閣府）

2 備蓄日数の変更について

・備蓄日数が 3日から 7日に変更されているが，備蓄庫の容量改修費用は国で負担していただけ
るのか。（東海村）

→今後検討する。（内閣府）

3 事務所・事業所への対応について
・具体的にどのように対応する必要があるのか。（日9立市）

→どのような対応策を構築するかは，各自治体の皆さま次第である。他地域の具体例などをお示
しすることはできる。（内閣府）

4 緊急時対応文、ニュアルについて
・スケジュー尼間はどのようなものとなっているのか。（水戸市）

¥......勺
→現時点において，作成時期はお示しできない。大臣からも見通せる段階にないとの話をもらっ

ている。・（内閣府）
｝ ｝ 
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平成30年5月2.3日（水）

報告者：三浦

会議等報告書

（
 

しー）．

件 名． 第6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会

一爵：：ー13 :30三ニロニニニーニ--
1．開会，・挨拶 ル

内閣府政策統括官（原子力防災担当）

•原電の審査が善R·と進んでおりますが，使用済み燃料がある限り，地域防災計画並びに
広域避難計画は策定しなければならない。いすれにしても策定に向けて内閣府も全力で
県と取り組んでいく。引き続きよろしくお願いします。

2.議題

C.1)避難計画の充実化について

【資料1】：地域原子力防災協議会の設置について（平成27年3月20日）

【資料2】：東海第二発電所に係る避難計画の検討の深化に向けて -ver.2
・内閣府：作業部会の目指すところとして「緊急時対廂」を作成していくこと。東海第二

地域の避難計画，地域防災計画が全体として具体的かつ合理的であるかを確認すること

がミッションとなるが，それだけではなく，その後も計画の「精度」「練度」をあげて

いくものが作業部会である。
《検詞状況》

・笠間市，常陸太田市，常陸大宮市で避難計画を策定済み。

• 1 3のうち10市町村が全ての避難先市町村と協定を締結済み。

《共有すべき基本認識等》
・地勢：人口多い。

・避難手段のバス，福祉車両．：必要台数の把握，その確保策，オペレーションなとについ
て引き続き要検討。

・避難行動要支援者，観光客や民間企業の従業員などの一時滞在者の実態把握やそのオ

ペレージョンについては特に留意する。

【資料3】：東海第二地域の緊急時対廊の策定ステップ（イメー ジヽ）（素案） ver.3
・彗手，未着手の項目についての「定点観測」資料として捉えてほしい。

・内容については，資料4にすべて包含されている。

【資料4】：東海第二地域の検討状況 (2018.5.18時点）
•主な課題
1 地域防災計画，避難計画，避難に係る協定

2 避難対象者 ． 

学校等，医療機関，社会福祉施設，在宅の要支援者，流入流出人口，企業の従業員，
一時滞在者の把握。
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3 避難先
医療機関，社会福祉施設のマッチングはほぼ完了。県管轄分の有料老人ホームと市
町村管轄（グループホーム）は対応検討中。 ＇ 

4 避難経路

東日本大震災での被災状況・復1日状況について要確認。交通誘導・規制につい．．ては，
茨城県警本部との要調整。

5 避難手段

・東海村の住民アンケート結果をもとにした必要なバス台数の推計．．，

PAZ.・: 45.4台， L!PZ:2,816台

•福祉車両の確保：県内医療機関，社会福祉施設への調査について調整中。
6 放射線防護施設

• PAZ内の医療機関，福祉施設などについて要検討。

7 避難退域時検奎

・候補地は22か所。さらに増やす方向で検討。

8 避難先市町村対応

•各市町村において，受入れマニュアルや駐車場のキャパの確認なと，実効性向上に
向けた調整を行っている状況6

9 個別の避難計画

・学校：マニュアル改定予定（県教育庁）のため，各学校におけるマニュアル（計画）
策定はこれから。

・社会福祉施設：約8割で避難計画を策定済み。

・医療機関：マッチング終了。病院ごとに避難計画を策定予定。

・観光地等：一時滞在者への対癒については要検討。

1 0 モニタリング
1 1 安定ヨウ素剤
‘•分散備蓄と緊急時配布の在り方について，県で市町村の考え方を整理したうえで検討

を進めていく予定。

1 2．被ばく医療

•原子力災害拠点病院として3か所を指定済み。協力機関として 1 2か所を登録済み。

・「茨城県緊急被ばく医療活動・健康調奎影響マニュアル」を改定予定。
1 3 事業者の協力
1 4 その他

・避難時間の短縮に向けた方策，タイムラインの提示についても要検討6

・避難時のガソリン切れや故障車両などへの対節についても要検討。

おわりに
（内閻府）懸念があれば出していただき，先行例を紹介したり，規制庁に聞くなり，対応

はできると思う。いすれにせよ，この作業部会を通じて，県の勉強会を通じてやって

いきたい。次回の作業部会は，早くて7月かと思っている。国の総合防災訓練が8月』•
末にあるので，対廂が後手になるかもしれないが，よろしくお願いしたい。
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別紙

第 6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会について（報告）

標記会議に出席しました。内容は下記のとおりです。

記

1 日時 平成 30年 5月 23日（水） 13時 30分から 14時 45分まで

2 場所 茨城県庁 6階 災害 対 策 本 部 室

3 出席者

日立市：菊池課長、星係長、永井

叶● ※出席者は、別紙参加者一覧のとおり

4 内容

本年度最初の作業部会であったため、内閣府から本作業部会の概要

説明の後、今後の進め方について説明があった。主な内容は以下のと

おり。

専
(1) 避難行動丹支援者や民間企業の従業員等の一時滞在者について、

対象者数を含む実態把握（いつがヒ°ークなのか）や移動手段（バス、

福祉車両等）．について要検討。

(2) PAZ 内の防護施設の充実化について、現状で足りているのか引

き続き要検討。

)，l● (3) 昨秋に内閣府が 14市町村を訪問した際、 PAZ住民が避難してい

るときに UPZ住民も動き出してしまい錯綜するのではないかとい

う懸念の声が多くあった。住民に対し、屋内退避の有効性につい

ての理解促進が必要。

(4) 在宅の避難行動要支援者については、把握の方法・支援者の 確

保について、引き続き要検討。

(•5) 現在設定している避難経路について、東日本大震災での被災状

況・復旧状況について要確認。

(6) 放射線防護施設の食料備蓄について、 1 週間分に満たない施設

は、今後、内閣府が備蓄を増強するように依頼する可能性あり。

(7) 事業所の避難計画の策定について、進めていく予定はあるか。

→ 内閣府としては現在末定。市町村が事業所と計画策定の調整

を進めるのであれば、東海第二地域以外の先進事例について情

報提供することはできる。

‘, 
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三

‘ 、 ：二‘‘こ

報捉供することはできる 。
8 
（令） 東海第二地域の緊急時対応の取りまとめの時期は。

→ 資料 4でわかるように、東海第二地域の諸課題に対する 検討

状況が道半ばである ことを考えると、現時点では未定とし か答

えられない。

5 その他

(1) 茨城県としては、東海第二地域の喫緊の課題は、避難行動用支

援者対策と考えており、今後、県の広域避難計画勉強会において、

協議していきたいと考えている。 14市町村で協議する内容があれ

ば、勉強会で検討していきたいので、市町村からも提案をしてほ

)II● しいという話が合った。

(2) 次回の作業部会は、早ければ 7月中に開催する方向で調整する。

以上

> I● 
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副市長

※ 

．ヽ
 

報
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課長 課長補佐 課長補佐
（グループ長）

グループ員., 
会譜名

第 6回東海第二地域原子力防災協議会

作業部会

門贔゚ご誓3日（水） I場所虞；□本部室

内閣府；原子力規制庁、経済産業省

茨城県：原子力安全対策課、防災・危機管理課、薬務課、厚生総務課、道

路維持課、保健体育課健康教育推進室

市町村： UPZ圏内 14市町村担当職員

当市：桧山課長、秋山総括補佐、記録者

オブザーバー：日本原子力発電（株）

記録者 桧山

日時

出席者

゜

c
 

全国 13地域に設置された地域原子力防災協議会のうち、本県では東海第二地域原

子力防災協議会が設置されており、第 6回の作業部会が開催された。

【議題］

1 避難計画の充実化について（内閣府説明）

（資料 I) 地域原子力防災協譜会の設置について

・地域原子力防災協識会設置の趣旨、運営内容、活動内容の報告。

（資料 2)東海第二発電所に係る避難計画の検討の深化に向けて ver.2 
．昨年、 PAZ及び UPZの 14自治体に、内閣府・規制庁・茨城県等の職員が訪

問し、各自治体と意見交換を実施した際の「共有すべき基本認識等」をまと

めたもの。

（資料 3)東海第二地域の緊急時対応の策定ステップ（イメージ） （素案） ver.3 
‘ •本作業部会でのアウトプットが東海第二地域における「緊急時対応」の策定。
•他地域を参考としながら原子力災害対策指針等に照らして、具体的かつ合理
的なものであることの確認として使うもの。

・・複合災害を想定した緊急時対応の検討を進めていく。

（資料 4) 東海第二地域の検討状況 (180518時点）

・東海第二地域における現状をまとめたもの。

→発電所の再稼働にかかわらず、計画は作るもの。早くというよりは、良いも

の（地域に合った具体的かつ合理的なもの）を作成していく。

2 その他

・次回は（早くて） 7月開催予定。

•今後、昨年同様に各市町村との意見交換を予定。（内閣府）

Q&A 

Q:学校マニュアルの改定とあるがいつ頃を予定？

A:スケジュールは未定。早い段階からのオペレーションの要否の検討に時間がか

かる。また、このマニュアルは公立学校向けのため、私立学校等は課題である。

Q:学校マニュアルは、複合災害に対応したものとなるのか？

A:現状は考えていない。今後、検討する。

Q:事業所へのアプローチはどこが？いつ？

A:統一的なマニュアルはない。他地域の実情をみて、検討していく。
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様式第8号（第20条関係）

起 案 用 紙，．

決裁区分：市長（ ）副市長（）部長 (0)課長（ ） 

゜

゜

市長 副市長 主 部長課長めリーいダプー⑱ ・課員 ・

． 噂）; ;9＇ ,•平成 3P 年
管 犀

決裁年月日 誓長 課長『写ご課・員
， ・市民生活部

年・＇月 日

部長課長空写ご課員 ｀ 指示事項等 メロ

一 ・危機対策課
議

..部長課長
『写ご.曹+`  課員 保存期間

永、10、5、3、1、未

ヽ
公開・ 非公開の区分 t企 闊 ~部分公開 ・・非公開＋

情 9報 公 開 非公開..部分公開とする理由． 情報公開条例第 条第 方E 該当

公開 可能な時期 年・ 月 日

分 類 番 方ロ D- 1-- 5 - 起案年月日． .30年5月25日

施 行 等 月 日 年 月 ..' 日
起案者職氏名

～印

発 送．番 でロデ （内線362),

あて先 発 信 者

＇ 
.、．

件名 復・命 書

• 命により、第6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会 に出席いたしましたので、

．復命します。 I 

・ 庭-. 
課 長篠原新抵扇り.. rr. 

`• 課長補佐長久保有子 4c、
記 9 9遁

1．． 日・時 平成30年5月2・3日（水）． 13-: 30,,...__,15: 00 

2.場所 県庁6階災害対策本部室

.3-.・内容

あいさつ【内閣府細野氏】 ，． 

12 月以来の作業部会開催である。•東海第二の審査状況についてはいろいろと報道されているが、
いずれにせよ使用済燃料がある限り計画は策定しなければならない。今且は、細かい話もして

いきたい。・
｀ ． 

1 

議題 (1)避難計画の充実化について＿

I資料1| ~l資料41に沿つて、説明を受ける。
·• 

＊． 
・-. 

・-

・団5萩・ 市
ヽ

高萩市　1/1



様式第6号（第2 9条関係）

町 長I副町長1課 長1課長補佐I係 長 課 員 起案者
確

認

場 所

水戸市笠原町9 7 8 - 6 

茨城県庁 災害対策本部室

件 名

報告 ・ 連絡書

平成3 0年5月2 3日

記録者

総務課 課長補佐 皆 川 敦 史

第6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会について

内 容

・地域原子力防災協議会の趣旨， 運営， 活動について説明があった。

・協議会の趣旨 原子力災害時の要支援者対策， 避難先や移動手段の確保， 国の実動組

織の支援原子力事業者に協力を要請する内容等の具体策について， 協議・連絡調整

等を行い， また地方公共団体に対し， 計画の具体化・充実化に係る支援を行う。

・内閣府原子力防災専門官が庶務を行う。

•原子力発電所が所在する全国1 3地域に設置

・作業部会の基本構成員は， 原子力関係省庁と県であるが， オブザ ー バ ー として関係市

町村と電力事業者が参加している。

・内閣府とオフサイトセンタ ー もテレビ会議で参加

・東海第二発電所に係る避難計画の検討深化に向けて， 共有すべき基本認識等を確認し

た。

地勢， 計画の策定状況（笠間市， 常陸太田市， 常陸大宮市は策定済）， 避難先， 避難

経路， 避難手段， 留意事項

・東海第二地域の緊急時対応の作成イメ ー ジの提示があった。

・学校の避難体制， マニュアル整備については検討中

要措置事項
-------

・次回は7月開催予定

大子町　1/2



以上で終了 (15・:30)

その他事項
• 9.’. ~ 9. ~. 9 

［担当課長会議の開催】

サ原則、県庁にて対面開催

臀態論内容の予定

― 
鼻後ほど案内メールあり

大子町　2/2
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じ
! ~1~号絡(;l9条関係）

平成30年 5月24日 さ
~I課長

＼ 

補佐 I係長

'~:?J 
—+ 

相手方（会議名）

東海第二地域原子力防災協鏃会作業部会

係員

宛て先

報 告 者 職 総 務 部 総 務 課

氏名印、長奥谷寛町鵞

区会議 電話 来訪

その他（

1主題 第 6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会について

日時平成30年5月 23日 l 3時30分～ 14時45分頃

場所茨城県庁6階災害対策本部室

主催者内閣府原子力防災担当

出席者 海老澤防災 ・危機管理G長，記録者（奥谷）

内容

東海第二発電所施設周辺自治体が参加している作業部会。

議題は，避難計画の充実化について。

平成29年度に内閣府担当官，原子力規制庁職員，茨城県原子力安全対対策課の職員が， UPZの自治体

を回り，広域避難計画に関する意見交換した結果を資料2にまとめ，この東海第二地域での現状及び検討

状況を資料4にまとめ，全体で情報共有するために部会を開催した。

資料4の内容を今後取り組んでいく課題であるため，関係機関が連携して対応することに。

今後内閣府，茨城県より，作業等の指示が出る予定。例えば，避難対象者で在宅の要支援者や，その方

を支援する方の把握，学校等での個別の避難計画など。

また，調査等実施する揚合には，茨城県主催の広域避難計画勉強会での議題として取り組んでいく予定

である。

1その他

．避難計画は，東海第二発電所がある限り，動いても，動かなくても作る必要がある。

・内閣府防災担当では，東海第二発電所の審査状況については，ギリギリかと。

．昨年度 UPZ自治体を訪問したが，今年度秋ごろ再度訪問を検討している。

・資料4の学校で，約 8割避難計画を策定済みとしているのは，公立学校のみのデータ。

• 安定ヨウ素材の配布タイミング， 避難時の配布場所などは，今後県勉強会で検討したい。

開示 ・

非開示

の区分

開示

一部

非開示

非開示

非開示の部

分 ・理由 i茨城町情報公開条例条第号該当

開示可能時期

茨城町　1/3



OI 
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第 6回東海第二地域原子力防災協議会作業部会

議事次第

... .. 

， 

1 開催日時

平成30年5月23日 ・（水） . 1. ：3 :.．3. 0 ~ 15 : 0 0 

・立と(f的） • 
2 開催場所
．茨城県庁6階 災害対策本部室 ．

3 議題

・―(1)．． 避難計画の充実化について ”-約へr・，戸-¥ 
(2) その他．

参考 ：参加者一覧
: ・. 

【資料 1】：地域原子力防災協議会の設置について

払心7.釦月企算＿

・内閃JJ.

懸

【資料 2 】 •：東海第二発電所に係る避難計画の検討の深化に向けて

【資料 3】： 東海第二地域の緊急時対応．の策定ステップ℃4メージ）

【資料4.】：東海第二地域の検討状況 ．． 
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